
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、「
３
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
。
頑

張
っ
て
練
習
し
て
、
次
は
優
勝
を

目
指
し
た
い
。」
と
今
後
の
抱
負

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
か
ら
空
手
道
に
励

み
、
約
10
年
前
に
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
「
空
手
キ
ッ
ズ
」
を
結

成
。
現
在
、
15
人
の
子
ど
も
た
ち

を
指
導
し
て
い
る
的
場
敬
貴
さ
ん

（
美
国
町
）
は
、「
本
人
の
頑
張
り

が
一
番
だ
が
、
指
導
者
と
し
て
素

直
に
う
れ
し
い
。」
と
今
回
の
活

躍
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、「
空
手
キ
ッ
ズ
」
の

活
躍
に
期
待
で
す
。

　

「
空
手
キ
ッ
ズ
」
に
所
属
す
る

鈴
木
雅
乃
さ
ん
（
美
国
小
４
年
）

が
、
11
月
３
日
に
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
た
『
第
51
回
全
日
本
空
手
道

連
盟
和
道
会
北
海
道
大
会
』
の
小

学
４
年
生
女
子
「
形
の
部
」
に
出

場
し
、
見
事
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

「
形
の
部
」
は
、
空
手
の
基
本

的
な
技
や
決
め
ら
れ
た
動
作
を
演

武
し
勝
敗
を
競
う
競
技
で
、
鈴
木

さ
ん
は
、
力
強
く
キ
レ
の
あ
る
技

を
正
確
に
決
め
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

を
勝
ち
上
が
り
、
同
ク
ラ
ブ
結
成

以
来
、
初
の
入
賞
者
と
な
り
ま
し

▲空手キッズ

鈴
す ず き

木雅
み や の

乃さん（美国小４年）

空手道北海道大会で第３位！

私たちの“積丹版地方創生”にも期待を!!

美国中２年生／積丹ガイドブック制作

　美国中学校２年生 16 人が、積丹町を紹介するガイドブッ

ク『積丹町の中学生が伝えたい “積丹”』を制作しました。

　身近な地域の課題や魅力を考えながら、「自分たちが住ん

でいる町や地域の魅力を再発見し、郷土愛を高めよう！」と、

10 月から制作を始めました。　

　この地域学習では、町の歴史や産業・文化など、ガイドブックを作るための基本的なデザインを学び、

その後グループに分かれて各ページを担当して、取材をしたり構成を考えながら制作に励みました。

　12 月 15 日には、ガイドブック完成の発表会が行われ、それぞれのページを担当した生徒から、制作

過程で気をつけた箇所やＰＲポイントなどを発表しました。ガイドブックは、町内約 10 ヵ所の飲食店

や後志管内 13 ヵ所の道の駅に配付されました。

　私たちの郷土・積丹の魅力をＰＲする「積丹版地方創生」に中学生が参画する新しい取組に期待し

ましょう。

積丹っ子の“空手道”に期待を !!

～ 2018 年戌
い ぬ ど し

年も、みんな頑張るぞ！～
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元
北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
司
令
の
木
田
良
治
さ
ん
（
美

国
町
・
71
歳
）
が
瑞
宝
單
光
章
を

受
章
さ
れ
、
12
月
11
日
に
積
丹
支

署
で
今
井
団
長
や
北
後
志
消
防
組

合
・
山
下
警
防
課
長
ら
が
参
列
す

木
田　
良
治
さ
ん
（
美
国
町
）

～
消
防
士
と
し
て
尽
力
し
た
33
年
～

瑞
宝
單
光
章
受
章

危険業務

る
中
、
松
井
町
長
よ
り
勲
記
と
勲

章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
田
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
の
北

後
志
消
防
組
合
発
足
当
初
か
ら
積

丹
支
署
消
防
士
と
し
て
、
火
災
や

自
然
災
害
な
ど
で
優
れ
た
指
揮
力

を
発
揮
さ
れ
、
町
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
職
務
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
８
年
に
は

豊
富
な
経
験
と
指
導
力
か

ら
支
署
長
（
消
防
司
令
）

に
就
任
し
、
同
支
署
の
運

営
強
化
や
人
材
育
成
、
消

防
資
機
材
の
整
備
な
ど
、

当
町
の
消
防
力
の
強
化
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
田
さ
ん
の
受
章
を
祝

福
し
、
益
々
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
ま
す
。

従事者叙勲

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

更
な
る
技
術
向
上
へ
日
々
訓
練
！
№
８

　

新
た
な
技
術
を
持
っ
た
救
急

　
救
命
士
が
増
員
！

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

（
俵
谷
支
署
長
・
署
員
17
名
）
に
は
、

救
急
隊
に
加
え
、
６
名
の
救
急
救

命
士
が
お
り
、
救
急
車
に
は
常
に

１
～
２
名
の
救
急
救
命
士
を
配
置

し
、
救
急
の
際
に
万
全
の
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
な
講
習
や
実
習
を

修
了
し
た
救
急
救
命
士
に
限
り
、

「
特
定
行
為
」
と
い
う
救
命
処
置

が
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
、
同
支
署
で
は
、
心
肺
機

能
停
止
前
の
重
度
傷
病
者
に
対
す

る
注
射
や
輸
液
、
血
糖
測
定
、
低

血
糖
発
作
症
例
へ
の
ブ
ド
ウ
糖
溶

液
の
投
与
が
で
き
る
隊
員
が
１
名

増
え
、
計
３
名
の
救
急
救
命
士
が

こ
の
救
命
処
置
を
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
傷

病
者
の
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
専
門
的
な
研
修

を
重
ね
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
訓
練

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

雪
の
事
故
に
注
意
を
！

　

本
格
的
な
冬
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
雪
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
、

命
の
危
険
が
隣
り
合
わ
せ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

雪
害
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て

は
、
雪
崩
や
除
雪
中
の
転
落
事

故
、
路
面
凍
結
に
よ
る
交
通
事
故

や
歩
行
中
の
転
倒
事
故
な
ど
様
々

で
す
。

　

雪
に
よ
る
事
故
の
死
者
の
多
く

は
、
除
雪
中
の
事
故
に
よ
る
も
の

で
す
。（
平
成
28
年
度
の
大
雪
に
よ

る
人
的
被
害
の
約
７
割
が
雪
下
ろ
し

な
ど
の
除
雪
中
の
事
故
。）
除
雪
中

の
事
故
は
、
自
宅
な
ど
の
屋
根
の

雪
下
ろ
し
や
雪
か
き
な
ど
の
作
業

中
に
発
生
し
て
お
り
、
特
に
65
歳

以
上
の
方
々
が
多
く
被
害
に
遭
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
冬
は
雪
が
多
く
、
除
雪
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
除
雪
を
す
る

際
は
複
数
で
行
う
な
ど
、
安
全
管

理
の
徹
底
を
し
ま
し
ょ
う
。

▲救急救命士による特定行為実施訓練

▲点滴針を使った輸液訓練
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歳　入　科　目 予　算　額 収　入　済　額 収入率

現
　
年
　
度
　
分

自
主
財
源

町 税 1億 6,446 万 5 千円 １億 3,066 万 8 千円 79.45％

分担金及び負担金 2,866 万 2 千円 534 万 3 千円 18.64％

使用料及び手数料 4,175 万 3 千円 2,111 万 4 千円 50.57％

そ の 他 3億 9,552 万 0 千円 2億 37 万 2 千円 50.66％

計 6億 3,040 万 0 千円 3億 5,749 万 7 千円 56.71％

依
存
財
源

地 方 交 付 税 16 億 7,100 万 0 千円 11 億 2,784 万 4 千円 67.50％

国・ 道 支 出 金 3億 444 万 2 千円 3,266 万 1 千円 10.73％

町 債 2億 6,990 万 0 千円 0円  0.00％

そ の 他 6,505 万 0 千円 3,197 万 1 千円 49.15％

計 23 億 1,039 万 2 千円 11 億 9,247 万 6 千円 51.61％

小　　　計 29 億 4,079 万 2 千円 15 億 4,997 万 3 千円 52.71％

繰越明許費 1億 1,612 万 9 千円 263 万 6 千円  2.27％

合　　　計 30 億 5,692 万 1 千円 15 億 5,260 万 9 千円 50.79％

歳　出　科　目 予　算　額 支　出　済　額 執行率

現
　
年
　
度
　
分

議 会 費 6,055 万 7 千円 2,942 万 9 千円 48.60％

総 務 費 9億 8,791 万 3 千円 1億 9,284 万 8 千円 19.52％

民 生 費 4億 6,797 万 7 千円 2億 952 万 8 千円 44.77％

衛 生 費 1億 5,368 万 4 千円 5,391 万 8 千円 35.08％

労 働 費 1,007 万 0 千円 435 万 6 千円 43.26％

農 林 水 産 業 費 1億 8,787 万 3 千円 5,730 万 4 千円 30.50％

商 工 費 7,871 万 1 千円 4,243 万 8 千円 53.92％

土 木 費 2億 5,365 万 1 千円 2,836 万 8 千円 11.18％

消 防 費 1億 9,532 万 0 千円 1億 682 万 0 千円 54.69％

教 育 費 2億 779 万 0 千円 7,931 万 4 千円 38.17％

災 害 復 旧 費 11 万５千円 7千円  6.09％

公 債 費 3億 3,553 万 1 千円 1億 5,241 万 8 千円 45.43％

諸 支 出 金 60 万 0 千円 0円  0.00％

予 備 費 100 万 0 千円 0円  0.00％

小　　　計 29 億 4,079 万 2 千円 9億 5,674 万 7 千円 32.53％

繰越明許費 1億 1,612 万 9 千円 3,111 万 1 千円 26.79％

合　　　計 30 億 5,692 万 1 千円 9億 8,785 万 8 千円 32.32％

会　計　別 予　算　額 収　入　済　額 収入率 支　出　済　額 執行率

簡 易 水 道 事 業 1億 9,938 万 9 千円 2,259 万 2 千円 11.33％ 5,055 万 3 千円 25.35％

国民健康保険事業
事 業 勘 定 2億 223 万 3 千円 3,663 万 8 千円 18.12％ 9,159 万 2 千円 45.29％

直 診 勘 定 7,521 万 3 千円 1,281 万 2 千円 17.03％ 3,310 万 8 千円 44.02％

下 水 道 事 業 5,798 万 4 千円 515 万 7 千円 8.89％ 1,530 万 3 千円 26.39％

介 護 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 4,446 万 3 千円 654 万 4 千円 14.72％ 1,263 万 0 千円 28.41％

産業交流雇用対策推進事業 1億 2,816 万 9 千円 5,948 万 3 千円 46.41％ 5,358 万 1 千円 41.80％

後 期 高 齢 者 医 療 3,825 万 9 千円 1,021 万 5 千円 26.70％ 1,141 万 8 千円 29.84％

合 計 7億 4,571 万 0 千円 1億 5,344 万 1 千円 20.58％ 2 億 6,818 万 5 千円 35.96％

平
成
29
年
度
上
半
期
（
平
成
29
年
９
月
30
日
現
在
）

町
予
算
の
執
行
状
況

　
平
成
29
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）
の
町
予

算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
税
金
や
国
・
道
か
ら
の
交
付
金
な
ど
の
出
入
り
に
つ
い
て
、

町
の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
公
表
す
る
も
の

で
す
。

一般会計
平成 29 年度 歳入歳出予算額　30 億 5,692 万 1 千円
< 現年度予算額 >　29 億 4,079 万 2 千円　<繰越明許費 >　1億 1,612 万 9 千円

歳入 収入済額 15 億 5,260 万 9 千円　<現年度分 > 15 億 4,997 万 3 千円　

歳出 支出済額 9 億 8,785 万 8 千円   < 現年度分 > 9 億 5,674 万 7 千円　

特別会計 特定の事業を行うため、一般会計の歳入・歳出と区分して経理するための会計です。

<繰越明許費 >　    263 万 6 千円

<繰越明許費 >   3,111 万 1 千円

公 表
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